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中国における定息について

木毅

I 

中国におけるずロレタリ 7文化大革命， 特に1966午 8月以来紅衛兵の造反

(逆反)壱加え，近年これ程わが国の報道を賑わし，政界のみならず，広〈学

界に争点を提供した事件はなかろうと思う。人は，これを社会主義革命の一過

程であるとし，あるいは権力闘争であるとしづ。どのみち，草命は階級聞にお

ける権力闘争である。このことは. 1966年 8月8日の「プロレタリ 7文化大草

命に関する決定」における「目下展開しつつあるプロレタリア文化大草命は，

人々の霊魂を揺り動かすーっの大革命であれわが国社会主義革命の発展の，

さらに深化し，さらに広範になった段階である 0・毛沢東同志は，党の第8回第

10次中央全体会議において， “およそ一つの政権を転覆しようとするならば，

いずれにせよ先ず与論を造成し，意識形態の面での工作を行なうことが必要で

ある。革命的階級がこのようにすれば，反草命的階級もそのようにする υ と述

ベている。実践は，毛沢東同志のこのような論断が完全に正確であることを証

明している。ブルジョア階級はすでに打倒されたのであるが， しかし彼等は搾

取階級の旧思怨・旧文化・旧風俗・ l日習慣をもって，大衆を腐飾し，人心壱征

服し，彼等を復位させる目的を達成しようと企図し亡、、る。プロ νタリア階般

は，時あたかもこれに反対し，プノレジ .7階級の意識領域中のすべての挑戦を

真向うから痛撃し，プロレタリ 7階級自身の新思想・新文化・新風俗・新習慣

をもって，全社会の精神状態を改変しなければならない。当面において，われ

われの目的は資本主義の遺壱踏み出している実権派左戦い，失敗させ，プルリ

ョア階級の反動学術の υ 権威"を批判し， プノレジョ 7階級とすべての搾取階

級の意識形態を批判し，教育を改革し，文芸を改革t，.社会主義の経済基礎の
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すバての不適当な上層建築を改革し， もって社会主義制度を輩聞にし，発展さ

せる」りによって明らかであろう。

新民主主義社会から社会主義社会にいたる時期 過渡期における階級ほ，劉

少奇によれば，二つの搾取階級と二つの労働階級に区分されるという。すなわ

ら「二つの搾取階綾;一つは社会主義に反対するプルデ冨ア階級右派および打

倒された地主買野晴級とその反動派である。プノレリョア階級右派は実際上帝国

主義者であり，封建買型車残存勢力と蒋介石国民党の代理人である。他の一つは漸

進的に社会主義改迭をうける民族プノレジ宝ア階級とその知識分子であり，彼等

の犬多数は社会主義と資本主義との間にあって動揺する過渡状態にある。二つ

の労働階級・一つは農民とその他の始めからの個人労働者であり，これらの労

働者の大部分はすでに合作社に加入し，ますます社会主義の熱烈な擁護者とな

っている。他の一つは労働者階級であり，これは全国人民中の最も進歩的な隊

伍であって，われわれの国家政権と社会主義事業キ指導力である。J"ところで，

ここにいうこっの労働階級を直ちにプロレタリア階級と理解することはできな

い。労働者階級は異論な〈プロレタリア階級なのであるが，農民は，人民公社

の段階においてなお小生産用具を所有し， 自留地(自耕地)の生産物を自ら販

売しうることを考慮すれば，プロレタリア階絞とはみなされない。労働者階殺

と農民との間には，依然として階級的矛盾がある。個人農民は1でに消滅した

が，農民一般は「最後の資本主義的階級」ヨ〉としての属性を完全に脱却してい

ないとみるべきである。

買鉾的大プノレジョア階級が打倒された以後におけるデノレチョア陪級の主体

は，中(民族〕・小プノレジョア暗級であるも彼等は社会主義改造をうけ， 次第

にその性格を変革し， 1957年にいたる資木主義工商業の公私合営化壱通じて，

1) 中国共産党中央香員会i 関於無産階級文化大革命的決定， 1966年8月8日， r紅旗」総第四期，
19同年 8月 1-2頁n

2) 劉少奇，中国共産党中央番員会向館入居全国代表大会第三次会議的工作報告， 1958年 5月5日，

「新華草月刊11総轄133期， 1958年 6月 2買。
3) J. V. Stalin， The Right Deviatioll in the C. P. S. U. (B.)， Marx-Engels-Lenin In'lti-
tute of the C. c.， C. P. S. U. (B.) (ed.)， ]. V. Stalin Works， Vol. 12， 1955， p. 42 

相
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すでにプノレジョア階級一般は打倒されたのである。しかし，前掲「決定」にお

いてブルジョア階級の復権が攻撃され，紅衛兵による“民族資本家は定息壱返

上せよ川の要求が出されるところから判断して，プノレジョア階級は「打倒され

たが絶滅されていなb、J"のである。

さて，上述の通り，定患、はプノレジョア階級に対して支払われている。資本主

義的私営企業が消滅した今日の段階では，プノレジョア階級の企業活動は国家資

本主義企業において，より具体的にいえば，国家資本主義の高級形式である公

私合営企業においてのみ可能である。したがって，定息の源泉は，公私合営企

業における全人民もしくは国家(公方)の所有する資本一公股を除く資本家(私

方)の所有する資本一私股である。ただし，資本家は資本の所有権を維持するも

のの，それを自由に処分することはできず，使用権は公方が掌握している。実

は，こうした資本所有の条件から，定息は所有資本に対する利潤(利子)また

は機能資本に対する利潤(企業者利得)であるとし，あるいは預金，貸出し等

の融資に対する利子または投資に対する配当利潤であるとする等の各様の見解

を生じることとなっているロたとえば，公私合蛍の社会主義的住権を先ず重視

し，資本家の資本使用権の喪失に着且して，すでにそこでは資本家による私的

所有とその全面的使用という資本主義特有の歴史条件が消滅し，これに照応し

て資本主義の経済範噂である利潤も消滅したとし，定息をあたかも国家銀行に

おける預令利子や貸出利子のど!-くみなし，あるいは資本の所有権と使用権の

分離に注目し，これを所有資本と機能資本の分離に見立て，定息壱利子うみ資

本に対する利子であるとしている九また，定息を固定利子 (fixedinterest) と

訳出し，包括的に預金利子や貸出利子と同一範時とし，あるいは定息にいたる

利潤分配制度の沿草を辿り，株式から社債への転換を想定し，定息を利潤から

転化した利子とみている。しかしながら，資本主義的生産関係は資本の私的所

4) B.I!. JIeB四日田町田氏aJl nOlrOTBRa B alloxy 1I.皿，TaTyphlnpQJl6TapH田 a，30o町.fI6PL1919， 
日耳目四円 MapRCHSMa-J[e皿四3Ma(pe;D;-). B. H. JJeH.uJt. JJoAnae coβIpm.lue co粗削/.i/l.u，.TOY 39， 

1963， CTp. 279 

5) 管大同「工商業者的社会主義遣時J1957:年 22頁。
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有を離れて存在せず，この限り，資本家所有の資本を包含する公私合営企業は

完全な社会主義企業ではなく，資本家による剰余価値の直接的収奪壱否定でき

ない。さらに，資本家所有の資本には貸借関係の必須条件である返済期限がな

しこれを利子うみ資本もしくは社債と断定することも早計である。いずれに

しても，定息苦利子と同視することはできない九

おもうに，公私合営企業における公五と私方の関係は，公私合営企業の私方

がすべて企業の経営外にあるとは限らないが，合資会社における無限責任社員

と有限責任社員との関係に極めて近似している。この点がもし了承される在す

れば，定息は有限責任社員の出資持分に対する定率配当利潤に等しいの元来，

定息は固定股息(固定株主配当.fixed dividend) の筒称であって円 出資金に対

する利潤分配の意味壱もって!'-たーに

ぞれにしても，資本家所有の資本を利子うみ資本ないし社債とみなすことに

ついて，一つの根拠はある。定息は，他面において，資本家所有の資本を国家

が買いもどす代金に見立てられ，その支払は，一定期間内に，なしくずしに資

本の私的所有から国家所有へ移行させることを前提としているのである。現に，

定息制度の採用時には 7年の期限がきられていた。これをあげて，定息壱元

利の割賦返済と考えるのである。しかし，噴買と表現される買いもどしは単な

る売買ではないと規定されている。たしかに，形式上定息は一つの代価に相違

ないが，それは資本家所有の資本額によって計算されるのではなし剰余価値

の形成とその期間によって決定され，資本主義企業に対する社会主義改造の進

度によって決定されるとするぺ この聞の事情は，資本家に支払われた利潤総

額がすでにその所有する資本総額を超過し， しかも 7年の期限以後も依然とし

て定息支払が継続されていることによヮて推察されよう。

今，資本家の取得する利潤総額はその所有す己資本総額を超過した E述べた

6) 関於社会主義企業盈利問題昨J討論， r新華月報」総第212期， 1962年 6月. 67-68頁，醇暮橋

蘇星林子力「中国国民経済的社会主著改造J1959年 147頁。

7) 管大同「固家資本主義的高級形成一公私合営J1950午，“ 27頁。

8) 菅犬同「工商業者的社会主義道路j， 20-30頁。

9) 呉承明，我困対賀基階組前購買形成， r新華半月刊」総第99期.1957年 1月， 74頁。
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が，この利潤は定息のみによるものではなかった。買いもどしは，公私合営企

業における定息に止まらず，それ以前の私営企業における股息，私営企業およ

び公私合営企業における四馬分肥の股息もまた買いもどしの方式であった。

買いもどしは，資本主義企業に対する社会主義改造の一方法である o 社会主

義企業と資本主義企業が併存する経済構造において，経済の社会主義化は，私

営企業の消滅と国営企業の生成，発展に外ならない。私営企業を消滅させる方

法として，強制淘汰・没収および買いもどしの三つがあげられる町。強制淘汰

は，国家が原料と資源を掌握し，生産と経営を統一的に配合する条件の下で，

私営企業を計画に組入れず，原料を供給せず，任務を与えず，資源壱分配しな

いで，私営企業の自滅を待つ方法である。没収は，私営企業を無償で国家が長

収し，国営化する方法である。強制淘汰と没収の方法は，国民経済と人民福祉

に利益しない企業および大フVレジ=ア階級と官僚資本家の企業に対して採用さ

れるのみで，一般には適用されなかった。買いもどしは，一定の貨幣額を支払

い，一定の期間内に私営企業各国営化する方法であって，実際には利潤分配を

これに代替している。買いもどしの方法が最も普遍的に採用された。いうまで

もなく，権力の自からすれば，買いもどしは義務でな〈恩恵であって，資本家

の権利として主張される性格のものではない。したがって，資本主義企業の社

会主義改造において，強制淘汰と没収の暴力的・一挙的・機械的方法を採用せ

ず，専ら買いもどしの平和的・漸進的 p選別的方法を採用したについては，そ

れ相応の主観的・客観的また政治的・経済的諸条件がなければならない。すな

わち，民主集中制に基づ〈連合独裁は，労働者・農民とともにプノレジ=ア階級

の政権参加を認める政体であって，その上で労働者の指導性を確保し，プロレ

タリア独裁の機能を基本的に果たしており，プロレタリ 7の晴級的意識の高揚

と相まって，プロレタリア階級の主観的力量は輩固であれその政治的地位は

安定していた。しかも，プノレジ翠ア階級の中桜は劣弱な中・小プノレジョ γ階級

であれかつて労働者や農民と同様に帝国主義と封建主義の圧迫を受け，単独

10) 由硝西「改造資本主義工商業的道路J1956年， 5-7買。
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で革命を進行できず，民主草命の過程において，労働者の指導の下に労働者・農

民と同盟関係を持ってきた。プノレジ=ア階級の企業は，各種の形式の国家資本主

義を通じて改造され，彼等の活動はその基盤において制約され町，もはや「おそ

れるに及ばなく」向なった。このため， プノレジョア階級に平和的・漸進的方法

を採用しs 各企業の具体状況に即応する国家資本主義の形式と型態を適用する

選別的方法を採用することが可能であれまた当然でもあって，これによって

プロレタリ 7階級の指導と独裁を破壊する危険はなかった。社会主義国の発展

と相主の協力によって，外部からする反動的な干渉が国家の独立を脅かす危険

も考えられなかった。こうした条件に加えて μ 破壊された経済を回復し，発展

させ，人民，特に農民の広大な需要を充足することが要請され，国営企業へ全

面的に依存できない現状において，私営企業を利用し，発展させることが必要

であったu さらに，プノレジ=ア階級の持つ知識と技術壱活用することが企業の

後進性壱解消じ，近代化する tで不可欠であった。たとえば，機械・化学・陶

器・ゴム等の企業において，資本家とその代理人の20%が生産技術に熟達した

専門家であり，上海では製薬工業の資本家中，大学以上の学歴を持つもの38

4%，技術者 22.7%をしめていた1九彼等の知識と技術壱活用することは，

社会主義にとってもj必要であり，その発展に有利であった叫。

国家資本主義は，その一端が資本主義，他の一端が社会主義に結びつく過渡

的性格の経済成分である o 資本主義の一端から社会主義の一端にいたる過程に，

順次初級・中級・高級の国家資本主義が連鎖的に位置している。初級・中級の

国家資本主義企業はなお純然た右資本主義企業であるが，高級の国家資本主義

企業はすでに半社会主義企業に転質している。初級から中級へ， 巾級から高

11) 摩蓋隆「中国的社会主義改造J1955年， 141-179頁。
12) B. l'I. JIeElIB， 0申eBO:M}pe6四冊目。"0 M田 Ko6yp町 "a:moc四， 5 xaii: 1918 抑 α3.co6. 

co't.， TOM 36， 1962， CTp.303 
13) 管大同「土商業者的社会主義置路J12豆。
14) B.:rr. JleBHH. IX c'oesp; P.K;II (6)， 29 :MapTa-5 arrpeJI.R. 1920. .YT>a3. co6. c凶.哩OM

40. 1963， CTp. -252-253; B. H. JIeBl'!B， 0 npOp;ODOnCTBeBBO:M Ba-JIOre， 21 anp旧札 1921，
YT>a3. co6. c四."TO:M 43， 1963， CTp. 215 
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級へし、たる変革において，国家の指導と監督は次第に隠料仕入れ・生産・生産

物販売もしくは商品仕入れ・商品販売の全環節に及び，外部から内部へ深化し，

臨時的なものから経常的なものに進展する。

国家資本主義の初級形式には， 収購(買上げ.国営商業や合作社商業が私営工業

からその生産物を買上げる)・批購零錯(卸買し、小売り 私営商業が国営商業や合作社

商業から商品を現金で仕入れ，規定の小売価格で販売する) ・経鋪(取次ぎ販売批購

零錆と同一範鴫に属するが，中間卸売商を対象とする)があり，収購は1950年と51年

上半期に普遍的となったが，その後の発展はなく，重要な地位をしめることは

なかった。 巾級形式には， 加工(委託加士国営企業や合作社が原料または半成品

を私営工業に提供して加工を委託，加工料を支払う) ・訂貨(注文生産 国営企業が私

営工業に生庫を発注，必要あれば契約金の一部吾首払い G. ぁzいは原料の一部を支給

する) ・統購(統一買上げ いわゆる供出制で，綿糸・綿布等の重要商品を国営商業が

私営主業から一括質上げ，私営工業の自由な販売を禁止する) ・包錆(請負い販売，国

営商業が私営工業の生産物の販売を請負う) ・代錯(代理販売私営商業が一定の保証

金をつみ，国営商業のEf売を代理する)・専業代錆(専門品代理販売:代錆と同一範鴫

に属するが，特定商品のみを取扱う)・代購(代理買上げ 私営商業が国営商業や合作社

商業を代理して特産物を買上げる) ・公私連購(公私連合買上げ公私の商業が出資

し，共同して特産物壱買上げる)・代進代出(代理輸出入:国営商業が商品の輸出入業

務を私営商業に委託する)があり， 一般に採用された型態は加工・訂貨・経鈎・

代錆であって，他は短期的・臨時的に採用されたにすぎない。高級形式は公私

合営であり，国家と資本家が共同出資し，経嘗する型態であって，国家資本主

義の典型である。私営企業の公私合営化には，一企業毎に合営化を進める個別

公私合営化方式と， 地域ないし同系統の諾企業が斉に公私合営化し，合併

号伴い，当該諸企業が一個の企業単位に改組され，指導・生産経営・人事・財

力配分・損益計算の統ーを実現する全行業公私合営化があ1¥0 前者は1953年，

後者は1955年以後一般化した問。

15) 万望書，故国固ま資本主義的現有形弐.r新撃半月刊i艦揖77期， 1956年 2月， 53-4:R。
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国家資本主義は，資本主義企業に対する社会主義改造の具体方式であるが，

その基礎にある私営企業対策の一般原則は，利用・制限・己主造であった。 1949

~52年の回復期には利用と制限， 1953年以後の計画期には制限E改造の原則が

主として採用されおう これに照応する同家資木主義の形式が適用されたのであ

30すなわち，回復期には初級・中級の形式が一般的であり，たとえば， 1952 

年， 加工・訂貨は私営工業総生産額の59.5%に達L-17)， 計画経済期には高級形

式が普遍的となり， 1956年末，公私合営企業は私営工業生産総額の99.6%，従

業員の 99%，私営商業総販売額の82.20/0 (合作社商業をふくむ)，広員の85.11%

をしめ叫，資本主義企業の社会主義改造は基本的に完了したのである o 利用・

制限・改造の原則は，上述のように時系列的・段階的に実施されるとともに，

各産業の性格に即応して同時的・選別的に実施されている。すなわち，工業資

本，特に民族士業資本に対しては，国民経済と人民福祉の発展に有刺であるか

ら保護(利用)政策を採用し， 原料と生産物の面における困難を解決すると

い商業資本に対しては，交換を完成することによって生産を援闘するが，常

に濃厚な買期性・封建性・投機性を持っているから， 制限と保護(利用)をと

もに重視し，金融資本は買耕性・封建性・投機性が特に濃厚であるとし，これ

に対して制限を加えるというのであって円 回復期中，工業・商業には国家資

本主義の初級・中級形式を適用するに対して，金融業にはその高級形式を適用

し， 1952年末，私営金融業は，工・商業に先んじて，一個の公私合営銀行に改

組，合併されるのである町。

16) 中国人民政治協商会議共同綱領(第四条). 1949年9月29日， 政務院財政経揖委員会網「中央
財経政策法令嚢網(以下財法)J第 1暗上冊， 4)l(;中華人民共和国憲法(第10条)， 195岬 9月
四日，国務院法需問中華人民共和国法規食縞編輯署員会嗣「中華人民共和国法規嚢網(臥下革法)J

1954年 9月-19日年 6月， 9頁。
17) 情華等「七岸来我国私営工商業的宜化 (1949-1956年)J195τ年， 42頁;中華人民共和国国家統

計局編「偉大前十年J1959年，.32-34頁。
1酌 河北北京師範学院歴史系三年級車体編中華人民共和国史楠J1956年J 却 4頁。
19) 北大経世果系会p 新中国的経済結構， r新華月報」総第2期， 1949年12月 204買。
20) 三木毅，新中国に於ける私営担銭業の社会主義改造，北海道大学「経済学研究J13，昭和31年，

195-212ページ.徳永情符三木毅「新中国の金融機構」昭和33年， 84-113ベージ白
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資本家所有[の資本に対する買いもどし，すなわち利潤分配の具体方法は，社

会主義改造の進度に対応して変化してきた。 ιの変化は， 19明~52年における

私営企業の股息， 1953---.55午における私営企業と公私合営企業の四馬分肥によ

る股息および1956年以後における公私合営の定息の三段階に区分して考察でき

る。

回復期における私営企業に対する利用政策は，いわゆる自由放任的な企業活

動を前提にするものではなく，制限壱伴う利用であって，その最も端的な表現

は，私営企業における利潤の許容と規制にみられ品。との国家によって限定的

に許容される利潤は，合理利潤といわれ，回復期初，工業において，たとえば

加エ・訂貨の場合，生産費の20~30%. 商業において販売額の10%前後であっ

た町。合理利潤が工商閣で異なっているのは，商業販売額が工業生産額止り相対

的に大きいことにもよるが，基本的には工業と商業の資本的属性ピ基づく結果

であって，さらに資本を商業から工業に移動させる政策企図によるものでもあ

った。ところで，合理利潤が生産費あるいは販売額を基準として算出されると

ころから，故意に生産費や販売額を水増しする弊害を招いた。この種の違反行

為は. 1951年冬~52年の聞に展開された「五反運動」を通じて，徹底的に摘発

されたが，矛盾は利潤を生産費と販売額から計算する方法にあるため，結局合

理利潤率は，私営企業の具体状況に基づいて，資本額の年率10%・20%・30%

の何れかを適用する方法に改訂されたのである酌。

いうまでもなく，合理利潤がすべて資本家に帰属することはない。私営企業

の利潤分配に関しては. 1950年 6月から開始される「工商業の調整Jの過程に

21) 陳雲，在中華全国主商業聯合会簿備代表会議上的講話， 1952年6月24目，中国国際貿晶促進委
員会嗣 i三年来新中国経済的成就J1953年， 96頁。

22) 陳雲，前掲論文』前掲書.96買。
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制定された「私営企業暫行条例j叫において， 特に詳細な明文規定号もって指

示されている。すなわち， 独資(個人企業) ・合移(コメ γ ダに相似する共同出資

による中国独特の企業)の旧式企業については，別に規定の定めるものを除き，

契約あるいは業界の慣行に従って処理し，無限公司(合名会社〕・両合公司(合

資会社) ・股伶有限公司(株式会社) ・股伶両合公司(株式合資会社)の会社組織

については，当年度決算後，次の通り配分することとなっている。

一，所得税

二，欠損補填(過年度欠損の補填)

三，所得税と欠損補填を差ヲ1¥、た残額にっし、て

1 公積金(法定積立金)100/0以上

2回公積金を差引いた残額について

a目股息(出資者配当利潤)資本額の年率80/0以下

b. 股息を差引いた残額について

(1) 股東紅利(出資者特別配当利潤) と重役(あるいは業務担当の同資

者)・監査役・支配人・士場長等の酬労令〔賞与)600/0以上

(2) 改善安全衛生設備基金(工鉱業企業150/0以上)

(3) 職工福利基金と職工奨励金 (150/0以上)

(4) その他

以上の比率は股東総会(出資者総会)において決定され， こと三の支配は労

資協商会議または労資双方の協議によって決定する。

所得税は， I工商業税暫行条例J24) によれば，工商業税の一種で，所得額(総

収入一生産費ー欠損)に基づいて賦課され， 3 ~300/0の累進税である。北京・天

津の例をとれば，回復期中平均して利潤の約200/0であった町。

公積金は事業拡張等の再投資に充当される社内留保もしくは未配当の利潤で

23) 政務院j 私営企業暫行条例. 1950年12月初日，中央人民政府法制委員会編「中央人民政府法令
'"編(以下中法)J1949~50年. 539-546頁。

24) 政務院』工商業税暫行来例. 1950竿1月2i日. r中法J1949-50年. 543頁。
.25) 章乃器「諭中国経済的改造J1951'F'. 61頁。
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ある。

股息は，株主または出資者に対する配当利潤であり，定率であることからす

れば，かつて最も普遍的であった，損益にかかわりなく分配が保証される官利

に類似している。ただし，ここでは所得税と欠損補填壱差引し、た純利潤のある

場合のみ実現され，官利のような資本配当，俗にいう蛸配当は禁止され，資本

維持の原則が行なわれ亡し、る。それにしても，利潤の IJ:¥ 、場合の未実現配当分

は純利潤のある年度に考慮される優遇措置がとられている。定率配当壱あわせ

て参照すれば，股息は株式会社における未実現配当分を将来に繰越す累積条項

付優先株の配当に相当することになる。

股東紅利と酬労金は，股息を分配した上で，さらに付加される資本家利得で

あって， これが実現きれる限り，定率配当疹超えて利澗分西日に参加で雪る参加

条項付優先株の配当に匹敵する。、

改善安全衛生設備基金は，作業中における従業員の傷害・死亡を防止し，健

康を保全するための設備に充当される。工鉱業にあっては重機械・重器具を使

用し，また危険を常に伴うことから事故も多く，他より高率の基金が要請され

ている。一般の企業は，したがって150/0以下で，特に金融業・商業は低率であ

った。当基金は，表現上純利潤のある場合のみ股息を差引し、た残額について考

慮される任意的・臨時的な配分とみられるが，実際には義務的・経常的な拠出

と考えられている o

職工福利基金は，上掲基金と同様の性格を持ち，従業員の福利施設に充当さ

れる。職工奨励金は，任務完遂の労働模範あるいは積極分子に支給される。し

かし，これは労働者に対する特別賞与の恵味を持たないとされている。

その他は，主として技術の改善・研究等に使用される。

私営企業の利潤分配制度は，制度自体の置から Tれば，資本家にとって極め

て有利であるように思われる。しかし，資金運用の百から総体的にみれば，必

ずしも有利ではない。当時，中国人民銀行の定期預金は月利1.5~2%であり，

年率にして20%前後であった。利潤分配において，資本家の最も確実な取得分
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は股息である。股息 80/0は， 戦前の0.6~0.80/0に比較して著しく高率である。

1950年12月20目現在の価格で私営企業の資産は再評価されているからベ 新旧

の対比は許されよう。ともかく，預金利子率より脱息率が低位にあることは明

らかであって. ["私営企業暫行条例」の起草段階において，股息率を預金利子

率の最高水準と合致させるべきであると Fる主張が出されたが，現状での企業

利潤率が年約200/0ーであり .200/0の股息は事実上分配不可能であるとされ，結局

紅利等を酌量して 8%に決定したといわれる町。

1953年，第一次五個年計画が実施され，計画経済期に移行し，資本主義企業

に対する政策原則は，憲法において，いわゆる過渡期の総任務ないし総路線と

して「同家の社会主義工業化を逐次実現し，農業・手工業および資本主義工商

業に対する社会主義改造を逐次完成する」町と指示され， 資本主義企業の公私

合営化が全面的に展開された。この時期の公私合営化は，以前から部分的に実

施されていた個別公私合営化の方式によるものであって，利潤分配は四馬分肥

といわれる制度であった。四馬分肥は，利j閏を所得税・股息等・企業奨励金お

よび企業公積金の囚範噂に分配することから名付けられた。その分配要領は，

次の通りである叫白

一，所得税

二，所得税壱控除した残額について

1.股息・紅利および重役・支配人・工場長の酬労金(利潤の25%前後)

2.企業奨励金(国営企業の関連規定と企業現有の福利状況を毒慮して適

正に控除)

3 企業公積金(股息・紅利・酬労金・企業奨励金を差引し、た残額)

所得税は，いうまでもなく，国家に帰属する。

26) 政務院J 私営企書室佑財産調整資本株法， 19S()年12月22日.r中法J1649← 50年， 534-538頁。
27) 辞暮楕， r私曽企業暫行条例」起草経過及其説明.19SCl年12月29日， r酎法 l第 2輯.182-183頁。
28) 中華人民共和国憲法(序言第四条)， r筆法J1954-1955年， 5買。
29) 政務院j 公私合営工業企業暫行条例， 1951年 9月5日， r中法J1954年， 67頁。
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股息・紅利・酬労金は，私営企業においては資本家，公私合営においては国

家と資本家の双方に分割帰属する。

企業奨励金は，主として労働者の福利施設の設置と改善，優秀労働者の奨励

に充当され，労働者が掌握する。

企業公積金は，交通銀行に預入され，国家計画に基づいて，当該企業または

他の企業に投入古れる。ただし，その所有権は当該企業にある。

利潤の四馬分肥における各項比率は，当然個別企業によって異なるが，大体

平均して所得税35%.股息等25ljも，企業奨励金15%.企業公積金25%であった町。

公私合営の場合，股息等は資本家のみに帰属するこ土はなし公方に対する股

息等は国家に上納され，私方に対する股息等だけが資本家取得となる。資本家

取得分については，従前の累積条項や参加条項に相当する優遇措置は全くなく，

いかなる場合においても，股息等は利潤の4分の 1壱越えることはない。つま

り 4分の 3以上が国家に支配されるから，四馬分肥制の公私合営は4分の 3

以上の社会主義化を実現した国家資本主義であるといわれるのである。

四馬分肥における資本家に対する利潤分配は I私営企業暫行条例jによる

股息に比べてより拘束的・限定的である。しかし，それにもかかわらず，上掲

「条例」による股息と同様，労働者の生産性が高まれば高まる程利潤が大きくな

り，それにつれて資本家利得も多くなる決定的な矛盾をもっている o 交通銀行

の行なった 63単位の公私合営企業に対する調査によれば，利潤は. 1950年を

100として. 51年113.52年228.6.53年300.9と増加している向。要するに， 四

馬分肥において，生産関係と生産力との間にはなお著しい矛盾が存在してし、たひ

この矛盾は，次の定息において縮小することになった。

1955年，社会主義改造の高潮期を迎え，すべての私営企業に対する公私合営

化が進行し，この段階に全行業公私合営化方式が採用され般的に制度化した

30) Michael Shapiro， Changing China， 1958， p. 90 
31) 方思桐編「資本主義工商業社会主義改造問書J1956年.15頁。
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利潤分配方式が定息である。定息制度は，すでに中国・交通の公私合営銀行お

よび私営銀行・銭荘・信託会社が改組，合併して1952年末に成立した新華・中

国実業・新江興業・国華・緊輿誠・和成・新江第一・塩業・金城・中南・大陸・

上海公私合営銀行(略称公私合営銀行)，他に公私合営の電気会社(たとえば上海

開北水電公司)，錫鉱・炭鉱等の鉱山会社において試行されていた向。

定息は，資本額に対する定率の利潤分配であるから，その実施の前提として

資本家所有の資本額私股を確定することがなければならない。これが定股，

つまり資産の評価であって， 1956年 2月8日現在の価格で計算された。これに

よれば，機械・器具・設備等は新旧の程度を考慮し，国営工業部門の販売価格を

参照，家屋とその他の建物および利用できる庖頭装飾設備は新旧の程度を考慮

し，当地家屋管理機関の評価壱参照，工具と生産経営上の器具は新旧の程度を

考慮し，国営工業部門の買上価格と市価を参照，成品は国営工業部門の買上価

格から税金を控除，仕掛品は生産の進行程度を参照，原材料は国営工業部門の

販売価格を参照，商業手持ちの商品は国営商業部門の卸売価格を参照，企業の在

庫品は減価を考慮して，それぞれ評価し，企業使用の鉱山は評価せず，鉱山開

発の利用可能な設備は評価，企業所有の公積金は私股に算入，企業資本から支

出した職工福利基金は公積金と同じく取扱うが，すでに公股の参加がある場合

には資本中の公私比率に基づいて公私双方に分割算入し，家屋と庖舗(工場〉

が分離できない企業の生産経営に専用される生産手段は評価して私股に算入，

家庭専用の生活資料は原企業者の所有とすることにな。ている町。定股は，公

私双方の協議に上り実施されるが，先ず同業公会で評怖の原案春作製，これと

平行して， たkえば公私合営化する企業内に設置される評価委員会(労働者代

表をふくむ)が評価し， 両者の評価額をつきあわせ， さらに他の地区の評価状

況やその他の各種経済事情壱参酌して調整し，最終的に国家機関が裁定する。

呂田 }j居、楠嗣，前掲書. 15頁。
33) 国務院，関於私営企業実行公私合営的時候対財産清理佑価幾項主要問題的規定.1956年 2月8

日.r中法J1956年 1月- 6月. 284-286頁。
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定股以後の公私合営企業において，資本家による定息等の蓄積分の再投資，

つまり私股の増資は認められず，これに反して公股の増資は逐次行なわれ，こ

のため私股の比率は次第に低下している叫。

定息の一般的実施は，定股と同日の1956年 2月 8日付で開始され，原則とし

て私股の 1~6%とされている 0' 1~6%の巾をもたせたのは，企業の具体状

況に適応できる弾力性を配慮したためであって" 1%は利潤 1%以下もしくは

欠損の企業， 6%は国民経済と人民福祉に大きな，また特殊な貢献を与えた利

潤の多い企業を対象として適用される。なお，特別の事情があれば， 6%を超

える己とも可能であって，この場合は国務院の詐可を必要とした明。 しかし，

1~6%の巾をもたせた乙とがかえって実施上の繁雑さを招き， 1956年 6月18

口，一律5%に簡素化された。ただし，個別企業で高率を希望する場合は 5%

を超えることが許され町， さらに公私合営投資公司(主として華僑の遊資を集中

するため， 1950年 6月以後， r工商業の調整」過程に， 特に華南地区に多く設立された)

を通じる華僑投資については従来の 8%壱据えおくことになっている町。定息

の実施期間は， 1956年~62年の 7 年間，すなわち第二次五個年計画終下時まで

とされ，工商業者の生活に困難があれば延期するというのであった問。実際にお

いて，定息は1962年に打切られず，今日まで継続されてし、る。定息実施の直前，

解放日報社説は「わが国は三個の五個年計画期間内に，基本上生産手段の私的

所有制の変革を完了し，社会主義社会を建設する。これは，理において当然で

あるばかりでなく，勢において必然である」叫と述べているが，定息実施期聞

の延長は，果してこの種の見解に符合して行なわれているかどうか。プロレタ

34) 北海道香港貿易事萌所. L.， No. 2100， 1967年 4月18日。
35) 国務院!関民企公私合営企業中推行定息持法， 19田年2月 8臼， r中法J1956年 1}j-6月，

282-283頁。
36) 陳雲a 関肘私営工商業的社会主義改造問悶， 1956年 6 月 28 1:1~. f新華半月刊」総88期， 1956平

7月， 52-58頁。
37) 倣好定息和肘産清理工作 『人民日報J195年 Z月148。
38) 国務院副総理陳雲的報告， 1白 6年12月15日， r人民手刊J1957年， 545J¥;国務院副総理兼国家

経世委員会主任部一世的報告， 1956年12月10日， r人民手冊J1957年， 546頁。
39) 適応新形勢l 認真作好対私営工商業的考士会主義改造工作， r解放田報J1955竿12月221日j 人民

出版社編「倣好生行業公私合営的工作J1951:年. 26頁。
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ザア文化大草命の新しい事態の中で，定息はすべて事実上廃止されたとも伝え

られている。 1967年 1月9自の上海労働者造反総司令部等「緊急通告」におけ

る「没収した資本家の家屋はすべて全人民所有制の財産である 」ベ同年 1

月18日の財貿系統革命造反派「緊急通電」における|紅衛兵が四旧を掃除し没

収した財産・資金はすべて公に帰属する 」叫 Fま， あるいは定息廃止を示唆

しているのかもしれない。しかし，党J政府機関によって何らの法的措置が明

示されていない現状では，私股が没収占れ，定息が廃止されたかどうかを確認

することは困難である。

資本家の所有する個々の資本額は，いうまでもなく大小様々であわしたが

ってその取得する定息額も同様である。

資本額および定息額の実態を詳細に示すことはできないが，ある統計によれ

ば， 1954年，夜、蛍工業は約13万単位(雇用労働者10人以下9万，全体の69.2%，

10人以上4万，全体の30.8%，50人以上5000，500人以上200， 1000}..以上10)，

資本額25億元 (10億6000万円レ)，人員200万人(資本家2日万人，労働者180万人)，

生産額103億元，私営商業30万単位，資本額 8.(意元，人員125万人(資本家45万

人，労働者80万人)，小売額46憶2300万元，卸売額28億3300万元，全体として私

蛍企業は43万単位，資本額33億元である。利潤分配についてみれば， I私蛍企

業暫行条例UJによる股息・紅利・酬労金は， 1950~52年，上海において 1 企業

当り 1 万30日0元，四馬分肥による股層、は資木額の 3~4%で年 1 億3000万元，

定患、は私股33億元に対して年 5~もの 1 億6500万元，出資者70万人，家族をふく

めれば3500万人 1人当り 47元である n ただし， 1956年上半期の定息は 5%以

下であ勺た tい弓 n 定席、を地域別にあげれば， 1956年上半期，天津において出資

者4万人に300方元，平均75元，広東において103単位の企業の出資者1134人に

40) 上海工人革命造反総司令部等，緊急通告， 1967年1月9口.r人民日報J1967午 1月128"
41l 財貿系統革命造反派反〉対経済王義，徹底粉砕資産階級反動路線新反撲誓師大会，緊急通電. 1967 

年1月四日.r人民H報J19町年 i月22日。
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8万4479元，平均74元，開封において出資者430人に7600元，平均16元である叫。

他の統計によれば. 1956年末，公私合営企業の私股は24億元(工業17億元，

商業・飲食業・サーピλ業 6億元，交通運輸業 1億元)，出資者114万人，職員81

万人，年定息 1億200万元である叫。私営工業の生産額は.1952年の貨幣価値を

墓準にして， 1950年を100とすれば. 51年139. 回年145， 53年180. 54年142，

55年100で. 54年以後の低減傾向は主として公私合営化による私営企業の相対

的減少によるものである。資本家取得の股息等は，各年の貨幣価値によって昔「

算すれば. 1950年を100として. 51牛137. 52年65，53年88，54年37. 55年28と

急激に低下し.大体との聞に 2分の lかι3分の 2の減少となった。他国にお

いて，彼等の賃銀収入は2日~30%の増加正なっている。資本家の全収入にしめ

る股息等の比率は， 1951年41%，55年22%，したがって賃銀の比率は60~70%

となった。 1950~55年，資本家に対する分配利潤の累計額は17億元，定息制度

実施後の10年間 5%の股息が支払われたものとして12億元，計29億元，すでに

私股24億元号超過していることになる“見しかも，定患、は無税である."。

上述の出資者114万人中. 64.5万人は出資額2C日0元以下.2000~ 1万元が11万

人余で，資本家の80%は年定息18日元以下である的。しかし，わが国の水準から

すれば，犬資本家といわれる高所得者もなくはない。これらの大資本家は，ほと

んどが上海に居住している。上海には約9万人の資本家がおり，その中最も多

額の定息取得者は，栄一族の主宰者栄毅仁町(申新紡績。 196o年8月現在，上海市

副市長・同繊維士業局副主任)であって 6紡績工場に資本を所有し，その額480(}

万元 (72億円. 1 元~150円で計算)に対する年定息240万元 (3 億6000万円).昭和

42年のわが国長者番付第3位(鹿島守之助.3億3139万円)をやや上回る高額であ

42) Cheng Chu-yuan， It印 刷M and Stam，dard 0/ Living問 Mainl側 dChina， Vol. 1， 1957， pp_ 
131~144 

43) 庫事橋田蘇星林子力，前掲書.146頁。
44) 呉承明z 前掲論文!前掲半月刊 74-75買;管大同「工商業者的社会主義道路J14頁。
45) Robert Tung， "The Sins of the Capitalists". .FaγEastern EGonomic Rω ew， VoL LIII. 

No. 10. September 8， 1966， pp. 441-442 
46) Michael Shapiro， op. cit.， p. 99 
47) Union Research Institute (oP.rl.) ， Who's W及。 隅 CommunistChina， 1965， pp. 288-289. 
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って，彼は大邸宅に住み，下男 2人を雇い，乗用車2台(1台は西独製〉を持ヮ

ている。同じ繊維関係には，劉念知(上海毛織)の年定息100万元 (1億5000万円?

上掲長者番付第16位北沢国男， 1憶5008万円に相当)， 胡中ー(上海草華毛織，中国人

民代表大会代表)の年定息 8万元 (12日D万円)があり， 胡中ーは， 白企業が公私

合営化した1956年以後，副支配人としてさらに月給380元(5万7000円)を支給

され，三階建の家に住み，下男 2人を雇い，乗用車 1台 (1960年型ジキガー〉壱持

っている。郭琳爽(上海永安公司，上海第ーの百貨庖)も著名な大資本家で，他に

年定息 6万元 (900万円)， イギリス首相級の年収ある資本家もいるとしサ。中

資本家の例争あげれば，湯帯因(華字万年筆，女性)の年定息2000元 (30万円)，

月給と手当232元(3万4800円)がある'"。

上海における消費物資の諸価格は極めて低廉であった。 1966年当時，たとえ

ば一流浪函館の観覧料上等席で65分 (98円)，大世界(有名な総合娯楽場)の全館

観覧料25分 (38円)，馬鈴薯1キログラム20分 (30円)，キャベツ 1個 6分 (9円)， 

豚肉500グヲム90分 (135円)，鶏卵500グラム75分 (113円)，郵便料金封書簡4分

(6円)，開封書簡 2分 (3円)，航空便10分 (15円)， 外国便 8分 (12円)， 新聞 1

部朝刊4分 (6円)，夕刊 2分 (3円)，乗草賃パ月 5~13分 (8-20円)，電車 3-

12分 (5-18円)， トロりーパ兄 4~7 分 (6-11円) ，紙巻煙草20本入り 1 箱1l~

50分 (14-75円)，アイスクリーム15分 (23円)，同大型的分(120円)等々であり"

国家貸与の標準的住宅の賃貸料は 1月 1人当り 1元(150円)である。ただし，

耐久消費財は比較的高価で， 自転車(中国産)125元 (2万1000門)， 腕時計 (λ

イス製ェーヵ) 150~250元 (2 万250口 -3 万7500円)， ラジオ高級品(上海型， 3ウ

ェープ， 6球)145元(2万1750円)， 他に100元(1万5000円)， 30元 (4500円)も

ある。一般労働者で1人50元 (7500円)の月収があれば，半分は貯蓄できるとい

う。平均的な 3人家族の月生計費は， 大体40元(印00円)たらずである叫。既

述の胡中ーは月生計費として700元 (10万50口口円)を支出，家族構成が大きいと

48) "The Role of Capitalist in China"， Fa1' Easte'l'n Economic Review， VoL XIII. No. 2. 
J anuary 10. 19S7， p_ 35 ; Robert Tung， op. cit.. pp. 44ト442; Michael Sbapiro， op. C材"

p. 99 
49) Robert Tung. op. cit.， p. 442 
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はし、え， 40元の生計費に比較して，その裕福さがうかがわれよう。

資本家の中には，上掲の物価等から推測できるように，所得壱全部消費でき

ず，大部分を預金・公債購入にむける場合が多い。プロ V タリア文化大革命下

において，乙れらの預金等壱国家に返上することも云々されている。資本家所

有の資本と預金等は，法的には相続可能であるが，相続人はこの労働搾取の結

果を引継がず，相続権を放棄し，国家に返還するのが一般であるとしづ町。

.1i0) 北海道肴措貿易事務所前縄文書。




